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こんなことが決まりました

一般質問の発言者

一般質問の内容について

議員別議決結果

常任委員会の審査報告

議会の動き、3月定例会の傍聴案内

12月定例会－主な内容－12月定例会－主な内容－12月定例会－主な内容－

小野南中学校

一 般 質 問

第389回　12月定例会

・河 島 三 奈　・山 本 悟 朗

・藤 原 　 章　・山 中 修 己

・小林千津子　・　 坂 純 子

・竹 内 　 修　・前 田 光 教

・藤 本 修 造

高

ふじ わら あきら

たけ うち おさむ

かわ しま なみ

たか さか こじゅんこ ばやし づ こち

まえ だ みつ のり

やま もと ろうご

やま なか おさ み

ふじ もと ぞうしゅう
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小野市議会だより

小
野
市
産
業
立
地
促
進
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
雇
用
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
集
積
区
域
の
う
ち
特
に
重

点
的
に
企
業
立
地
を
図
る
べ
き
区
域
の
土

地
を
取
得
し
、
工
場
等
を
新
設
す
る
事
業

者
に
対
し
て
、
投
資
額
が
３
億
円
以
上
の

場
合
に
、
取
得
し
た
土
地
、
建
物
及
び
償

却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当
額
を
５

年
度
間
に
限
り
、
奨
励
金
と
し
て
交
付
す

る
制
度
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

小
野
市
う
る
お
い
交
流
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
市
民
交
流
ホ
ー
ル
の
増
設
に
伴
い
、
そ

の
施
設
で
あ
る
市
民
交
流
ホ
ー
ル
、
控
室

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
料
金
を
定
め

よ
う
と
す
る
も
の
。
な
お
、
一
部
改
正
条

例
の
施
行
日
は
、
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
あ

わ
せ
、
平
成
２６
年
６
月
１
日
と
し
て
い
る
。

小
野
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
一
時
的
に
大
量
の
汲
取
り
を
要
す
る
工

事
、
催
物
そ
の
他
の
事
業
活
動
の
た
め
に

設
置
さ
れ
る
仮
設
便
所
の
し
尿
収
集
手
数

料
に
つ
い
て
、
１
カ
月
に
１，

８
０
０
リ

ッ
ト
ル
を
超
え
る
場
合
の
手
数
料
を
、
平

成
２６
年
１
月
１
日
か
ら
、
１，

８
０
０
リ

ッ
ト
ル
を
超
え
る
量
５０
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
、

３
０
０
円
か
ら
６
０
０
円
に
改
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

小
野
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
市
営
住
宅
の
入
居
資
格
者
に
つ
い
て
、

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
お
け
る
被

害
者
が
配
偶
者
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
本

拠
を
共
に
す
る
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
を

受
け
た
者
も
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

入
居
資
格
対
象
者
の
拡
大
及
び
同
法
の
題

名
の
改
正
に
伴
う
引
用
法
律
名
の
改
正
を

行
お
う
と
す
る
も
の
。
な
お
、
施
行
日
は
、

同
法
の
施
行
に
あ
わ
せ
、
平
成
２６
年
１
月

３
日
か
ら
。

小
野
市
伝
統
産
業
会
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館
を
更
に
利
用
者

に
と
っ
て
魅
力
的
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
、

来
館
者
増
加
策
に
取
り
組
み
、
貸
室
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
市
の
歳
入
と
な
っ

て
い
た
会
館
の
使
用
料
を
、
平
成
２６
年
４

月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
の
利
用
料
収
入

と
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
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小
野
市
上
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
反
対
討
論
あ
り
）

　
平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
加
入
金
、
使
用
料
及
び
検
査
手

数
料
に
係
る
税
込
料
金
を
消
費
税
率
引
上

げ
分
に
つ
い
て
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
反
対
討
論
あ
り
）

　
平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
下
水
道
使
用
料
に
係
る
税
込
料

金
を
消
費
税
率
引
上
げ
分
に
つ
い
て
改
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
農
業
集
落
等
排
水
処
理
施
設
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
（
反
対
討
論
あ
り
）

　
平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用

料
に
係
る
税
込
料
金
を
消
費
税
率
引
上
げ

分
に
つ
い
て
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

小
野
加
東
環
境
施
設
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
小
野
加
東
環

境
施
設
事
務
組
合
に
加
西
市
が
加
入
す
る

こ
と
に
伴
い
、
同
組
合
の
名
称
及
び
組
合

議
会
議
員
数
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
小

野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
経
費
及
び

運
営
経
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
る
た

め
の
規
約
の
改
正
を
、
関
係
市
の
議
会
の

議
決
を
経
て
行
お
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
都
市
公
園
の
管
理
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
都
市
公
園
１４
施
設
の
指
定
管
理

者
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
団
体
名
　
小
野
市
王
子
町
９
１
７
番
地
の
１

　
　
　
　
　
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　
小
野
市
都
市
施
設
管
理
協
会

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
貝
　
原
　
　
忠

　
期
　
間
　
平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
３１
年
３
月
３１
日

小
野
市
公
園
の
管
理
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
公
園
１６
施
設
の
指
定
管
理
者
を

指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
団
体
名
　
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　
小
野
市
都
市
施
設
管
理
協
会

　
期
　
間
　
平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
３１
年
３
月
３１
日

小
野
市
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
の
管
理
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
の
指
定
管
理
者
を

指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
団
体
名
　
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　
小
野
市
都
市
施
設
管
理
協
会

　
期
　
間
　
平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
３１
年
３
月
３１
日

小
野
市
立
鴨
池
休
憩
所
の
管
理
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
立
鴨
池
休
憩
所
の
指
定
管
理
者

を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
団
体
名
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
番
地
の
１

　
　
　
　
　
小
野
市
観
光
協
会
　

　
　
　
　
　
　
会
長
　
井
　
上
　
昇
　
一

　
期
　
間
　
平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
３１
年
３
月
３１
日

小
野
市
伝
統
産
業
会
館
の
管
理
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館
の
指
定
管
理
者

を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
団
体
名
　
小
野
市
王
子
町
８
０
０
番
地
の
１

　
　
　
　
　
小
野
商
工
会
議
所
　

　
　
　
　
　
　
会
頭
　
柳
　
田
　
吉
　
亮

　
期
　
間
　
平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
３１
年
３
月
３１
日

小
野
市
屋
外
運
動
場
の
管
理
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
河
合
運
動
広
場
の
指
定
管
理
者
を
指
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
団
体
名
　
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　
小
野
市
都
市
施
設
管
理
協
会

　
期
　
間
　
平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
３１
年
３
月
３１
日

小
野
市
総
合
体
育
館
の
管
理
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
総
合
体
育
館
の
指
定
管
理
者
を

指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
団
体
名
　
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　
小
野
市
都
市
施
設
管
理
協
会

　
期
　
間
　
平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
３１
年
３
月
３１
日

小
野
市
匠
台
公
園
体
育
館
の
管
理
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
匠
台
公
園
体
育
館
の
指
定
管
理

者
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
団
体
名
　
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　
小
野
市
都
市
施
設
管
理
協
会

　
期
　
間
　
平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
３１
年
３
月
３１
日

小
野
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
平
成
２５
年
１２
月
２３
日
で
廣
瀬
宗
男
委
員

の
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
そ
の
後
任
と

し
て
同
氏
を
再
任
し
た
い
の
で
、
地
方
公

務
員
法
第
９
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
小
野
市
高
田
町

　
　
　
　
　
廣
瀬
宗
男
　
氏
（
再
任
）

小
野
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　
平
成
２６
年
１
月
１８
日
で
藤
原
京
子
委
員

の
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
そ
の
後
任
と

し
て
同
氏
を
再
任
し
た
い
の
で
、
地
方
税
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法
第
４
２
３
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
小
野
市
浄
谷
町

　
　
　
　
　
藤
原
京
子
　
氏
（
再
任
）

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
新
た
な
地
域
支

援
事
業
の
導
入
に
係
る
意
見
書

企
業
減
税
等
か
ら
確
実
な
賃
金
引
上
げ
を

求
め
る
意
見
書

　
こ
の
意
見
書
２
件
は
、
採
決
の
結
果
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
の
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
小
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）　

　
補
　
正
　
額
　
３
３
６，
６
０
０
千
円
　
追
加

　
補
正
後
総
額
　
２
１，
９
７
１，
２
０
０
千
円

平
成
２５
年
度
小
野
市
病
院
事
業
清
算
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

　
補
　
正
　
額
　
　
　
５，
３
０
０
千
円
　
追
加

　
補
正
後
総
額
　
　
１，
８
６
０，
３
０
０
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

　今回の補正予算では、小野商店街の活性化と利用者の安全確保を図るため、小野商店街アー
ケード改修に対する助成経費を計上します。
　また、安全安心の推進のため、市道４２１７号線（桜谷川堤防）に防護柵を設置、全面通行止
めとなっている大島橋の撤去及び粟田橋迂回路での通学時間帯パトロール実施、地震等の大規
模災害発生時に重要な救助工作車の更新を行います。
　この他、学校の授業形態の変化に対応するため、小野中学校の少人数教室３室に空調設備を
設置します。

少子化対策推進事務費
　「子ども・子育て支援新制度」（Ｈ２７年４月本格実施）に
向けた新システムの構築

市単独交通安全施設整備事業
　市道４２１７号線（桜谷川堤防）に防護柵設置。【要望対応】

一般道路整備事業
　豪雨により橋脚の一部が傾倒し全面通行止めとなった
大島橋の撤去

各種商工業団体助成等経費
　小野商店街アーケード改修に対する補助金

現年発生災害復旧事業
　台風１８号により被害を受けた農地・農業用施設の災害復旧
　農地：３件　農業用施設：６件

災害対応総合情報ネットワーク管理経費
　兵庫県衛星通信ネットワーク設備更新にかかる負担金
　緊急防災・減災事業債を活用

安全安心パトロール経費
　粟田橋迂回路で、通学時間帯に合わせてパトロールを
実施

消防・救急車輌整備事業
　地震等の大規模災害発生時に重要な救助工作車を更新
　緊急防災・減災事業債を活用

学校等空調設備整備事業
　小野中学校のパソコン教室の空調設備の更新及び少人
数教室３室に設置

１２，６９０

６６，０００

３０，０００

４７，０００

２２，５００

１６，３８０

３００

１３０，０００

９，０００

１５，４２２

８０，０００

１３６，０００

５６，１００

２２，５０３

１９，０８７

５０，６７５

１３０，０００

９，０００

子育て支援課

道路河川課�

道路河川課�

産 業 課

産 業 課

市 民 安 全 部

市 民 安 全 部

消 防 本 部

教 育 総 務 課

内　　　　　　　容 補正額 補正後担当課

（単位：千円）平成２５年度　一般会計１２月補正予算概要
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小野市議会だより

河
島
三
奈
議
員

・
小
・
中
学
校
の
空
調
設
備
に
つ
い
て

・
公
文
書
の
保
存
管
理
に
つ
い
て

・
福
知
山
花
火
大
会
事
故
を
教
訓
と
し
た
今
後
の
対

　
策
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
議
案
第
６５
号
　
平
成
２５
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
４
号
）
歳
出
、
款
６
商
工
費
、
項
１

　
商
工
費
、
目
２
商
工
業
振
興
費
に
つ
い
て

・
議
案
第
７１
号
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館
の
設
置
及

　
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
７５
号
　
小
野
加
東
環
境
施
設
事
務
組
合
規

　
約
の
変
更
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
議
案
第
６７
号
　
小
野
市
産
業
立
地
促
進
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
６８
号
の
市
民
交
流
ホ
ー
ル
利
用
料
に
つ

　
い
て

・
議
案
第
７５
号
の
加
西
市
の
ゴ
ミ
受
入
れ
に
つ
い
て

・
コ
メ
減
反
政
策
の
転
換
に
つ
い
て

・
消
費
税
引
上
げ
の
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
火
災
予
防
対
策
に
つ
い
て

・
避
難
所（
学
校
体
育
館
）の
雨
漏
り
対
策
に
つ
い
て

・
警
察
署
及
び
関
連
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

小
林
千
津
子
議
員

・
病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

・
農
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て

�
坂
純
子
議
員

・
議
案
第
６５
号
　
平
成
２５
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

・
市
立
図
書
館
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

・
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
発
達
障
害
児（
者
）に
対
し
て
の
支
援
に
つ
い
て

・
レ
セ
プ
ト
・
健
康
情
報
等
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
ヘ

　
ル
ス
の
推
進
に
つ
い
て

前
田
光
教
議
員

・
小
野
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
施

　
行
後
の
状
況
に
つ
い
て

・
不
法
投
棄
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

・
粟
田
橋
通
行
止
の
現
状
及
び
影
響
並
び
に
架
け
替

　
え
計
画
に
つ
い
て

藤
本
修
造
議
員

・
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

・
平
成
２５
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
に

つ
い
て

高朞

市議会HP内の「ビデオライブラリ」からも、
議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.ono-sigikai.jp/

平成25年

12月定例会
平成25年

12月定例会
平成25年

12月定例会
平成25年

12月定例会

(一般質問は発言した議員が編集しました)

（食について考えよう―僕らの体は食べ物でできている―：小野南中学校）
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河
島
三
奈
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

山
本
悟
朗
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
中
学
校
の
空
調
設
備
に
つ
い
て

　答
弁
　
平
成

２３
年
の
稼
働
に
あ
わ
せ
、
夏

場
と
冬
場
そ
れ
ぞ
れ
の
、
取
り
扱
い
方
法

等
を
具
体
的
に
定
め
た
「
学
校
等
に
お
け

る
空
調
設
備
操
作
要
領
」
を
策
定
、
毎
年

運
用
面
で
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
校
長
会
・

教
頭
会
に
お
い
て
、
相
互
に
確
認
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、

３０
分
単
位
で
計
測
さ
れ

る
最
大
消
費
電
力
料
金
シ
ス
テ
ム
、
い
わ

ゆ
る
デ
マ
ン
ド
最
大
値
が
、
そ
れ
以
降
の

基
本
料
金
と
な
る
電
気
料
金
の
仕
組
み
な

ど
を
冊
子
に
ま
と
め
、
適
切
な
使
用
の
徹

底
に
努
め
て
い
る
。
　
 
 

　（
市
当
局
）

公
文
書
の
保
存
管
理
に
つ
い
て

　答
弁
　
全
て
の
公
文
書
は
、
小
野
市
文
書

取
扱
規
程
に
基
づ
き
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

の
も
と
で
管
理
を
行
い
、
各
課
の
文
書
取

扱
責
任
者
（
課
長
）
及
び
文
書
取
扱
主
任

（
庶
務
担
当
係
長
）
を
中
心
に
文
書
の
収
受
、

処
理
、
保
存
、
廃
棄
等
の
文
書
事
務
を
行

っ
て
い
る
。
保
存
期
間
は
、
各
公
文
書
の

重
要
度
、
価
値
等
に
応
じ
て
１
年
か
ら

３０

年
の
区
分
で
、
所
管
課
長
が
決
定
し
保
存

し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
年
度
を
単
位

と
し
た
フ
ァ
イ
ル
に
綴
り
、
フ
ァ
イ
ル
名
、

作
成
年
度
、
保
存
年
限
、
所
管
課
を
記
載
し
、

常
用
的
に
使
用
す
る
も
の
は
所
属
の
執
務

室
で
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
書
庫
等
指
定

し
た
所
に
保
管
し
て
い
る
。
保
存
期
間
が

終
了
し
た
公
文
書
は
、
順
次
廃
棄
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
点
で
改
め
て
廃
棄
の
適
否

を
確
認
し
、
各
課
長
の
判
断
に
よ
り
、
引

き
続
き
保
存
の
必
要
が
あ
る
も
の
は
、
文

書
事
務
取
扱
総
括
者
で
あ
る
総
務
課
長
に

申
出
を
行
い
、
そ
の
許
可
を
得
て
、
保
存

期
間
の
延
長
の
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

福
知
山
花
火
大
会
事
故
を
教
訓
と

し
た
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

　答
弁
　
現
在
小
野
ま
つ
り
で
は
、
屋
台
村

で
の
電
源
供
給
は
ガ
ソ
リ
ン
使
用
の
物
で

は
な
く
、
軽
油
使
用
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
発
電
機
を
使
用
し
、
燃
料
の
補
給
も

専
門
業
者
に
よ
る
作
業
で
安
全
を
確
保
し

て
い
る
。
今
後
の
対
策
と
し
て
は
屋
台
村

だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
露
天
商
に
お

い
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
使
用
す
る
こ

と
を
検
討
し
、
更
な
る
安
全
対
策
を
講
じ

て
い
く
。
　
　
　
　
　
 

　
 

（
市
当
局
）

　質
問
　
議
案
第
６５
号
、
一
般
会
計
補
正
予

算
に
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
費
用
４，

７
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
を
契
機
に
商
店
街
が
活

性
化
さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

商
店
街
の
活
性
化
へ
向
け
て
の
、
商
店
、

地
域
、
当
局
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

　答
弁
　
商
店
の
取
組
と
し
て
は
、「
花
と

緑
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
事
業
が

開
始
さ
れ
る
ほ
か
、
店
舗
が
独
自
に
暖
か

い
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
図
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
取
組
と
し
て
は
、
既
に
空

き
店
舗
と
な
っ
て
い
る
商
店
に
つ
い
て
市

が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

６
店
舗
か
ら
店
舗
の
賃
貸
を
進
め
た
い
旨

の
回
答
を
得
、
さ
ら
に

１０
店
舗
が
検
討
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
の
取
組
と
し

て
は
、
空
き
店
舗
の
活
用
で
は
、
固
定
概

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
外
部
、
若
者
の
提
案

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
小
野
加
東
環
境
事
務
組
合
に
加
西

市
が
加
入
さ
れ
る
に
あ
た
り
、「
加
西
市

に
対
し
て
、
小
野
市
と
加
東
市
に
よ
る
過

去
の
投
資
的
経
費
に
対
す
る
負
担
を
求
め

な
い
」
こ
と
に
関
連
し
、
加
西
市
が
加
入

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
今
後
の
軽
減
経
費
と
、

現
時
点
で
の
環
境
事
務
組
合
の
資
産
額
を

伺
い
ま
す
。

　答
弁
　
加
西
市
の
加
入
に
よ
り
、
年
間
約

８，
５
０
０
万
円
の
削
減
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
組
合
が
現
在
保
有
す
る
資
産
は
、

土
地
、
建
物
、
自
動
車
の
合
計
で
約
４
億

８，
４
０
０
万
円
で
す
が
、
こ
の
資
産
の

取
得
、
建
設
に
あ
た
っ
て
は
総
額
の

７２
％

が
国
庫
補
助
と
な
っ
て
お
り
、
小
野
・
加

東
両
市
の
負
担
割
合
で
按
分
す
る
と
、
両

市
が
負
担
し
た
費
用
に
対
応
す
る
資
産
額

は
、
約
１
億
４，
０
０
０
万
円
に
な
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

小野市議会だより
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産
業
立
地
促
進
条
例
に
つ
い
て

　質
問
　
本
条
例
が
必
要
に
な
っ
た
理
由
を

問
う
。

　答
弁
　
浄
谷
南
産
業
用
地
は
５
年
前
に
取

得
し
、
販
売
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
商
談

が
成
立
し
ま
せ
ん
。
奨
励
措
置
に
お
け
る

近
隣
市
と
の
条
件
差
を
な
く
す
こ
と
が
肝

要
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

市
民
交
流
ホ
ー
ル
利
用
料
に
つ
い
て

　質
問
　
普
通
の
会
議
に
は
使
い
に
く
い
料

金
で
す
。
使
用
形
態
に
よ
る
料
金
設
定
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　答
弁
　
エ
ク
ラ
の
大
会
議
室
や
他
の
施
設

の
料
金
と
の
均
衡
を
考
え
て
設
定
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

加
西
市
の
ゴ
ミ
受
入
れ
に
つ
い
て

　質
問
　
市
民
、
特
に
地
元
住
民
の
皆
さ
ん

は
一
定
の
不
安
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
説

明
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

　答
弁
　
天
神
町
と
日
吉
町
は
、
事
前
に
説

明
し
ま
し
た
。
環
境
影
響
評
価
の
結
果
が

出
れ
ば
、
周
辺
自
治
会
に
再
度
説
明
し
て

い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

コ
メ
減
反
政
策
の
転
換
に
つ
い
て

　質
問
　
具
体
的
に
ど
う
な
る
の
か
。

　答
弁
　
反
当
１
万
５
千
円
の
交
付
金
は
、

２６
年
産
米
か
ら
７
千
５
０
０
円
に
削
減
し
、

５
年
後
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。
小
野
市
全
体

で
は
約
７
千
７
百
万
円
減
少
す
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
米
価
変
動
補
填
交
付

金
は

２６
年
産
米
か
ら
廃
止
さ
れ
、
収
入
影

響
緩
和
対
策
へ
移
行
さ
れ
ま
す
。（

市
当
局
）

消
費
税
引
上
げ
の
市
へ
の
影
響
に

つ
い
て

　質
問
　
消
費
税
引
き
上
げ
で
上
・
下
水
道

料
金
の
値
上
げ
案
が
提
案
さ
れ
た
。
せ
め

て
一
般
家
庭
用
は
据
え
置
き
で
き
な
い
か
。

　答
弁
　
標
準
家
庭
で
年
間
１，
６
９
２
円

と
試
算
し
て
お
り
、
月
１
４
０
円
程
度
で

す
の
で
ご
辛
抱
い
た
だ
き
た
い
。

（
市
当
局
・
市
長
）

　質
問
　
増
加
す
る
市
へ
の
消
費
税
交
付
金

は
社
会
保
障
に
使
う
の
か
。

　答
弁
　
保
育
料
の
軽
減
や
国
保
料
へ
の
繰

り
出
し
増
な
ど
、
大
半
が
社
会
保
障
充
実

に
使
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

火
災
予
防
対
策
に
つ
い
て

　答
弁
　
福
知
山
及
び
福
岡
診
療
所
の
火
災

事
故
は
悲
惨
な
事
故
で
し
た
。
こ
れ
ら
を

受
け
、
小
野
ま
つ
り
を
初
め
、
診
療
所
、

病
院
等
を
査
察
し
、
公
文
書
で
火
災
予
防

の
注
意
喚
起
を
促
し
ま
し
た
。
こ
こ
５
年

間
、
火
災
は

２０
件
位
で
推
移
し
成
果
も
だ

し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
市
民
の
生
命
財

産
を
守
る
た
め
、
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 
（
市
当
局
）

避
難
所（
体
育
館
）の
雨
漏
り
対
策

に
つ
い
て

　答
弁
　
来
住
小
、
河
合
中
の
体
育
館
で
雨

漏
り
の
確
認
は
し
て
お
り
ま
す
。
両
施
設

と
も
、
建
築
後

３０
年
近
く
経
過
し
て
お
り
、

雨
漏
り
原
因
の
特
定
は
難
し
い
で
す
が
、

出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
予
算
化
に
取
組

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

警
察
署
及
び
関
連
施
設
の
建
設
に

つ
い
て

　答
弁
　
小
野
警
察
署
の
建
設
は
、
平
成

２７

年
７
月
か
ら
開
署
の
予
定
で
す
。
小
野
防

犯
協
会
及
び
交
通
安
全
協
会
等
関
連
施
設
は
、

小
野
警
察
署
用
地
内
に
、
同
時
期
に
建
設

で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
す
。
ま
た
、
現
小

野
警
視
派
出
所
の
跡
地
は
、
当
面
駐
車
場

と
し
て
利
用
し
ま
す
。
　
　
　（
市
当
局
）

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　質
問
　
下
水
道
事
業
の
未
水
洗
状
況
と
浄

化
セ
ン
タ
ー
上
部
芝
生
広
場
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
平
成

２５
年
９
月
末
で
水
洗
化
率
は
、

９
４．
２
％
で
す
。
今
後
未
水
洗
化
宅
（
約

千
件
）
の
理
由
を
層
別
し
、
水
洗
化
の
可

能
性
の
高
い
住
宅
を
重
点
的
に
啓
発
し
て

い
き
ま
す
。
上
部
芝
生
広
場
の
利
用
は
、

今
年
度
１
日
あ
た
り

１１
人
と
少
し
増
え
て

い
ま
す
が
、
課
題
の
上
部
利
用
規
定
の
緩

和
に
つ
い
て
、
今
後
県
に
要
請
し
て
い
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　
し
尿
処
理
代
に
つ
い
て
は
、
同
じ
処
理

施
設
で
処
理
し
て
い
る
他
市
と
の
均
衡
を

勘
案
し
、
平
成

２６
年
４
月
以
降
値
上
げ
の

方
向
で
検
討
し
た
い
。
　
　
　
　（
市
長
）

小野市議会だより

藤
　
原
　
　

章
　

議
員

日
本
共
産
党

山
中
修
己
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ



８

小野市議会だより

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

　質
問
　
病
児
・
病
後
児
保
育
の
現
状
と
、

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
へ
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　答
弁
　
年
間
延
べ
５０
名
の
児
童
が
三
木
市

の
事
業
を
活
用
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め

の
重
要
な
施
策
と
位
置
付
け
、
受
託
希
望

事
業
所
の
開
設
に
向
け
て
調
整
等
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
小
野
市
民
病
院

跡
地
に
お
い
て
、
病
院
と
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
併
設
す
る
複
合
施
設
を
運
営
予

定
の
医
療
法
人
社
団
栄
宏
会
か
ら
、
現
在

診
療
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
施
設
を
活

用
し
、
平
成
２６
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
開

始
し
た
い
と
の
申
出
が
あ
り
、
開
設
に
向

け
た
調
整
を
図
っ
て
ま
い
る
考
え
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

農
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て

　質
問
　
小
規
模
農
家
の
育
成
と
、
６
次
産

業
化
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　答
弁
　
市
内
の
農
業
の
状
況
は
、
兼
業
農

家
が
農
家
全
体
の
８８
％
を
占
め
て
お
り
、

兼
業
農
家
で
あ
る
小
規
模
農
家
が
農
業
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
小

規
模
農
家
の
育
成
と
し
て
、
一
つ
は
、
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
か
ら
営
農
が
困

難
と
な
っ
た
農
家
に
対
し
、
大
規
模
農
家

等
の
担
い
手
へ
農
地
を
集
積
す
る
た
め
の

指
導
。
二
つ
目
は
、
６
次
産
業
化
や
付
加

価
値
の
高
い
農
業
を
目
指
す
意
欲
の
あ
る

農
家
に
対
し
て
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
６
次
産
業
化
を
目
指
す
農
業

者
や
団
体
へ
の
支
援
は
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
考
え
で
あ
り
、
国
や
県
の
支
援
制
度

を
活
用
し
な
が
ら
６
次
産
業
化
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
下
東
条
地
域
に
お
い
て

も
「
誉
田
の
館
い
ろ
ど
り
」
が
建
設
中
で
、

地
元
の
営
農
組
合
と
の
連
携
に
つ
い
て
も

承
知
し
て
お
り
、
今
後
の
展
開
に
大
い
に

期
待
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

議
案
第
６５
号
　
平
成
２５
年
度
小
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

　質
問
　
安
全
対
策
費
の
具
体
的
内
容
に
つ

い
て

　答
弁
　
粟
田
橋
の
通
行
止
め
に
伴
い
、
迂

回
し
た
車
両
が
通
学
路
や
生
活
道
路
等
に

流
入
す
る
た
め
、
緊
急
対
策
と
し
て
、
豊

富
な
経
験
と
実
践
を
有
す
る
適
任
者
に
よ

る
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
経
費
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

市
立
図
書
館
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

　質
問
　
運
営
状
況
に
つ
い
て

　答
弁
　
平
成
２４
年
度
図
書
購
入
費
　
約
１，

６
０
０
万
円
、
人
件
費
３，

８
０
０
万
円
、

光
熱
費
な
ど
の
維
持
管
理
費
２，

３
０
０

万
円
の
総
額
７，

７
０
０
万
円
。
他
市
の

状
況
で
は
、
三
木
市
１
億
２，
７
０
０
万
円
、

西
脇
市
３，

８
０
０
万
円
、
加
西
市
９，

８
０
０
万
円
、
加
東
市
１
億
１，

７
０
０

万
円
。
１
冊
当
り
の
貸
出
し
コ
ス
ト
は
、

小
野
市
１
２
０
円
、
三
木
市
、
１
４
９
円
、

加
東
市
１
６
６
円
、
西
脇
市
２
４
３
円
、

加
西
市
２
７
１
円
。
こ
の
様
に
他
市
と
比

較
し
て
も
小
野
市
は
低
コ
ス
ト
で
運
営
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
（
４
ヵ
月
検
診

と
本
の
出
会
い
）、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
（
書

評
ゲ
ー
ム
）、
英
語
本
の
読
み
聞
か
せ
等

積
極
的
な
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

　答
弁
　
幼
少
期
か
ら
図
書
館
に
親
し
ん
で

頂
き
、
全
て
の
世
代
の
市
民
と
と
も
に
歩

み
続
け
る
画
期
的
な
図
書
館
づ
く
り
に
注

力
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　質
問
　
粟
田
橋
通
行
止
め
に
伴
う
ダ
イ
ヤ

改
正
に
つ
い
て

　答
弁
　
橋
の
架
け
替
え
ま
で
３
〜
４
年
程

度
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

迂
回
ル
ー
ト
（
河
合
統
合
ル
ー
ト
、
西
脇

ル
ー
ト
）
を
平
成
２６
年
１
月
６
日
よ
り
正

式
ル
ー
ト
と
し
、
修
正
が
必
要
な
ペ
ー
ジ

の
み
の
ダ
イ
ヤ
改
正
時
刻
表
を
全
戸
配
布

と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
バ

ス
停
の
位
置
が
遠
い
た
め
、
移
動
で
き
な

い
か
。

　答
弁
　
バ
ス
停
は
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ
、

正
面
玄
関
付
近
へ
移
動
す
る
。（
市
当
局
）

　

市
民
ク
ラ
ブ

小
林
千
津
子
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

高
坂
純
子
　

議
員



９

小野市議会だより

竹
内
　
修
　

議
員

公
　
明
　
党

前
田
光
教
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

発
達
障
害
児
（
者
）
に
対
し
て
の

支
援
に
つ
い
て

　質
問
　
平
成
１７
年
よ
り
従
来
の
身
体
障
害

・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
に
加
え
て
発
達

障
害
者
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、

歴
史
も
浅
く
、
社
会
認
知
も
進
ん
で
い
な

い
。
未
就
学
児
へ
の
市
の
取
組
は
。

　答
弁
　
発
達
障
害
と
は
、
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
脳
機
能
の
障
害
・
社

会
適
応
面
の
障
害
で
、
適
切
な
支
援
に
よ

り
社
会
生
活
上
の
困
難
が
軽
減
し
う
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幼
少
期
の
出
来
る
だ
け
早
く
に
支
援
を

開
始
す
る
の
が
重
要
で
、
乳
幼
児
発
達
相
談
、

１
歳
６
か
月
児
検
診
、
３
歳
児
検
診
、
本

年
度
か
ら
市
独
自
で
５
歳
児
発
達
相
談
事

業
な
ど
で
早
期
発
見
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
専
門
的
な
相
談
、
検
査
、
診
察
の
で
き

る
医
療
機
関
は
、
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
、
明
石
市
の
兵
庫
県
立
こ
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。（市

当
局
）

　質
問
　
こ
の
時
期
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
青

年
・
壮
年
の
方
は
、
い
わ
ゆ
る
相
手
の
気

持
ち
を
汲
み
取
れ
な
い
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
障
害
で
、
職
場
の
同
僚
と
上
手

く
い
か
ず
、
仕
事
を
転
々
と
変
え
る
、
仕

事
に
行
く
の
が
怖
い
な
ど
で
、
引
き
こ
も

り
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の

取
組
は
。

　答
弁
　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
小
野

市
障
害
者
地
域
生
活
・
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
も
と
よ
り
社
会
福
祉
課
又
は
健
康
課

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
学
校
現
場
で
の
対
応
は
。

　答
弁
　
本
市
で
は
、
発
達
障
害
を
含
む
、

特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
を
支
援
す

る
た
め
、
福
祉
部
と
教
育
委
員
会
が
連
携

し
て
特
別
支
援
教
育
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
就
学
指
導
委
員
会
・
発
達
支
援
室
か
ら

学
校
へ
の
巡
回
教
育
相
談
な
ど
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　（
教
育
長
）

小
野
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
施
行
後
の
状
況
に
つ

い
て

　質
問
　
条
例
施
行
後
の
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
に
お
い
て
、
宅
建
業
者
等
と
の
連
携
、

公
的
生
活
情
報
の
提
供
、
国
の
空
き
家
対

策
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
小
野
市
の
強
み
と
な
る
生
活
情
報

を
、
積
極
的
に
宅
建
業
者
等
に
情
報
提
供

し
て
い
く
。
国
会
で
は
、
仮
称
「
空
き
家

対
策
法
案
」
を
議
員
立
法
で
提
出
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。（

市
当
局
・
市
長
）

不
法
投
棄
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

　質
問
　
不
法
投
棄
の
現
状
、
課
題
、
不
法

投
棄
防
止
の
た
め
の
条
例
制
定
を
求
め
、

そ
の
見
解
を
市
長
に
問
う
。

　答
弁
　
環
境
美
化
パ
ト
ロ
ー
ル
員
で
不
法

投
棄
物
の
撤
去
を
行
っ
て
い
る
が
、
依
然

と
し
て
後
を
絶
た
ず
、
特
に
、
家
電
４
品

目
は
２０
％
を
占
め
、
通
行
が
少
な
く
山
の

中
の
道
路
沿
い
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
。
最

近
は
ポ
イ
捨
て
が
目
立
ち
、
市
民
の
方
々

と
も
連
携
を
し
、
不
法
投
棄
撲
滅
に
向
け

努
め
た
い
。
そ
れ
ら
を
考
慮
し
、
条
例
の

制
定
に
向
け
検
討
す
る
。（

市
当
局
・
市
長
）

粟
田
橋
通
行
止
の
現
状
及
び
影
響

並
び
に
架
け
替
え
計
画
に
つ
い
て

　質
問
　
粟
田
橋
通
行
止
に
よ
る
交
通
体
系

の
変
容
、
緊
急
時
の
対
応
、
架
け
替
え
計

画
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
粟
田
橋
を
利
用
し
て
い
た
車
両
は
、

５
割
が
大
住
橋
、
３
割
が
新
大
河
橋
へ
、

２
割
は
別
ル
ー
ト
で
迂
回
し
て
い
る
。
救

急
に
備
え
、
平
日
の
昼
間
限
定
で
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
小
野
加
東
を
臨
時
拠
点
と
し
て
河
合

地
区
へ
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。
架
け
替

え
工
事
完
了
は
平
成
２８
年
度
を
予
定
し
、

同
年
秋
迄
の
開
通
を
目
指
し
努
力
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
・
市
長
）



１０

藤
本
修
造
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

　質
問
　Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
と
授
業
改
革

の
取
組
の
成
果
に
つ
い
て

　答
弁
　
こ
れ
ま
で
、
と
も
す
れ
ば
教
師
主

導
の
知
識
や
技
能
の
伝
達
に
偏
り
が
ち
だ

っ
た
授
業
を
、
児
童
生
徒
が
主
役
と
な
る

授
業
へ
と
改
革
を
進
め
て
い
る
。
自
分
の

考
え
を
書
き
、
話
し
合
っ
た
り
説
明
し
た

り
し
な
が
ら
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
力
、

す
な
わ
ち
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

高
め
て
い
く
授
業
へ
と
改
革
を
進
め
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

　質
問
　学
力
の
分
析
と
家
庭
学
習
の
習
慣

化
の
状
況
に
つ
い
て

　答
弁
　
家
庭
で
は
、
子
ど
も
が
家
庭
学
習

を
し
て
い
る
そ
ば
に
い
て
励
ま
し
た
り
、

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
に
コ
メ
ン
ト
を
記
載
し

た
り
、
サ
イ
ン
し
た
り
す
る
な
ど
、
家
庭

学
習
の
充
実
に
向
け
た
学
校
の
取
組
に
協

力
し
て
頂
い
て
い
る
。

　
取
組
に
よ
る
成
果
は
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
質
問
紙
調
査
の
結
果
に
も

表
れ
て
お
り
、
普
段
学
校
の
授
業
の
他
に

１
時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
小
学
生
の
割

合
は
７
６．

３
％
、
学
校
の
授
業
の
予
習

を
す
る
中
学
生
の
割
合
は
７
１．

５
％
と
、

全
国
と
比
べ
て
１０
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ

て
お
り
、
家
庭
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
き

て
い
る
。
市
教
育
行
政
顧
問
の
川
島
隆
太

教
授
は
、
こ
の
１１
月
「
長
時
間
の
テ
レ
ビ

視
聴
は
能
の
発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」

と
の
新
た
な
研
究
成
果
を
示
さ
れ
た
。

（
教
育
長
）

　質
問
　１１
月
の
末
、
文
科
省
は
全
国
学
力

調
査
の
学
校
別
成
績
が
教
育
委
員
会
の
判

断
で
公
表
可
能
と
し
た
。
教
育
長
の
考
え

に
つ
い
て

　答
弁
　
市
内
の
学
校
の
ク
ラ
ス
児
童
数
な

ど
を
考
え
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
強
く

学
校
別
成
績
の
公
表
は
行
わ
な
い
考
え
で

あ
る
。
小
野
市
全
体
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
公
表
し
丁
寧
に
説
明
を
し
て
参
り

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

小野市議会だより

12月定例会の議決結果（賛否の分かれた案件）を公表します
　市議会では、議会改革の一環として、今後各議案に対する議員の賛否の結果（賛否の分かれた
案件）を公表します。�
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研政クラブ
（２人）

※ 岡嶋正昭議員は、議長のため表決権はありません。
※ 研政クラブは、平成２５年１２月３１日に解散。松井精史議員は、平成２６年１月１日に改革クラブに加入。
※ 松本英昭議員は、平成２５年１２月３１日限りで議員を辞職されました。

小野市上水道給水条例の
一部を改正する条例の制
定について

小野市下水道条例の一部
を改正する条例の制定に
ついて

小野市農業集落等排水処理
施設管理条例の一部を改正
する条例の制定について
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小野市議会だより

◎総務文教常任委員会◎
議案第６５号　平成２５年度小野市一般会計補正予算（第４号）
議案第６７号　小野市産業立地促進条例の制定について
議案第６８号　小野市うるおい交流館の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について
議案第８１号　小野市屋外運動場の管理に係る指定管理者の指定について
議案第８２号　小野市総合体育館の管理に係る指定管理者の指定について
議案第８３号　小野市匠台公園体

育館の管理に係る
指定管理者の指定
について

　審査の結果、反対討論はなく 、
全会一致で可決すべきと決まり
ました。

◎民生地域常任委員会◎
議案第６５号　平成２５年度小野市一般会計補正予算（第４号）
議案第６６号　平成２５年度小野市病院事業清算特別会計補正予算（第１号）
議案第６９号　小野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

の制定について
議案第７０号　小野市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について
議案第７１号　小野市伝統産業会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について
議案第７２号　小野市上水道給水条例の一部を改正する条例の制定について
議案第７３号　小野市下水道条例の一部を改正する条例の制定について
議案第７４号　小野市農業集落等排水処理施設管理条例の一部を改正する条例

の制定について
議案第７５号　小野加東環境施設事務組合規約の変更について
議案第７６号　小野市都市公園の管理に係る指定管理者の指定について
議案第７７号　小野市公園の管理に係る指定管理者の指定について
議案第７８号　小野市白雲谷温泉ゆぴかの管理に係る指定管理者の指定について
議案第７９号　小野市立鴨池休憩所の管理に係る指定管理者の指定について
議案第８０号　小野市伝統産業会館の管理に係る指定管理者の指定について

　審査の結果、議案第７２号から
議案第７４号については、反対討
論があり、採決の結果、賛成多
数で可決すべきと決まりました。
その他の議案については、反対
討論はなく、全会一致で可決す
べきと決まりました。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告
≪各常任委員会に付託された議案≫

　常任委員会は、地方自治法第１０９条の規定に基づき条例により
設置されています。地方公共団体の幅広い事務を調査するため、
本議会から付託された議案や陳情等の審査をします。

常任委員会とは？常任委員会とは？常任委員会とは？常任委員会とは？

常任委員会審査報告
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■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８

【11月】�
３日　小野市美術展表彰式
４日　吟詠連合会吟道大会
５日　行政視察来市（和歌山県海南市）
　〃　　秋の花と緑を愛でる会（フラワーセンター）
６日　行政視察来市（北海道釧路市）
７日　女性議会
８日　自主研究発表会（大部小学校）
１０日　市民文化賞表彰式
１１日　総務文教常任委員会研修会�  
１３日　民生地域常任委員会研修会�  
　〃　　小野加東住民大会�  
１４日　行政視察来市（福岡県粕屋町）�  
１６日　ヤングジェネレーションフォーラム�  
１８日　行政視察来市（広島県熊野町）�  
１９日　金婚夫婦を祝う集い�  
　〃　　行政視察来市（枚方市）�  
２１日　地方行政課題研究会（神戸市）�  
２２日　議会運営委員会�  
　〃　　市議会報編集委員会�  
　〃　　北播政経懇話会（西脇市）�  
　〃　　行政視察来市（京都府向日市）�  
２３日　心あったかフォーラム�  
　〃　　ふれあいフェスティバル�  
　〃　　ひまわり杯ジュニアバレーボール大会�  
２５日　行政視察来市（福岡県筑後市）�  
２６日　地方行政委員会（東京）�  
２７日　小野加東広域事務組合議会�  
２９日　１２月定例会（第１日）�  
３０日　兵庫県ドクターヘリ就航式�  

【12月】�
６日　北播衛生事務組合議会（加東市）�  
７日　女性フェスティバル２０１３�  
１２日　民生委員・児童委員等感謝状並びに委嘱辞令伝達式�  
１８日　１２月定例会（第２日）�  
　〃　　議会運営委員会�  
１９日　１２月定例会（第３日）�  
２４日　総務文教常任委員会・民生地域常任委員会�  
２６日　１２月定例会（第４日）�  
　〃　　議員協議会�  �   

【1月】�
６日　小野金物卸商業協同組合新年会�  
７日　新年交歓会�  
９日　青野原駐屯地新春互礼会�  
１３日　成人式�  
１４日　北播衛生事務組合定期監査（加東市）�  
　〃　　播磨内陸医務事業組合定期監査（加東市）�  
１４日～１６日　改革クラブ行政視察�  
　　　　 　（鹿児島市・姶良市・宜野湾市）�  
１６日　行政視察来市（山口県防府市）�  
１７日　総務文教常任委員会研修会�  
　〃　　小野匠工業会新年交歓会�  
２１日　市議会報編集委員会�  
２３日　東播・淡路市議会議長会（高砂市）�  
２４日　行政視察来市（長野県飯島町）�  
２６日　ＯＮＯ　ＲＵＮ　ラン　ＷＡＬＫ  
２８日　北播政経懇話会（加西市）
２９日　国民健康保険運営協議会
３０日～３１日　市民クラブ・公明党行政視察
　　　　 　（長崎市・大村市）

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎

行政視察報告書を公開します

一般質問が行われる3月11日（火）、12日（水）
の午前中は、「託児コーナー」を開設します。
就学前のお子さまをお持ちの保護者のみなさ
まも議会を傍聴していただくことができます。
ご希望の方は、3月4日（火）までに議会事務局に
お申し込みください。

　３月定例会は、次の日程で開催いたしますので、
ぜひこの機会に、議会の傍聴にお越しください。

　２月２６日（水）午前１０時～　本会議（第１日）
　３月１１日（火）午前１０時～　本会議（第２日）
　　　　　　　　　　　　　　　※一般質問実施
　　　１２日（水）午前１０時～　本会議（第３日）
　　　　　　　　　　　　　　　※一般質問実施
　　　２６日（水）午後１時３０分～　本会議（第４日）

　定例会の第２日（１１日）、第３日（１２日）は、議
員の一般質問を行います。
　一般質問では、市長から提出された議案や、市
政全般について議員が質問し、市長や部長等が答
弁します。なお、一般質問の内容は、質問が行わ
れる日までに市議会ホームページで公開します。

　傍聴の手続きは、本会議の当日に本庁舎５階の
受付で傍聴者名簿に記入するだけです。なお、傍
聴席は３４席で、先着順となります。傍聴席が満席
の場合は、第２委員会室（傍聴者休憩室）でテレ
ビでの傍聴（ライブ中継）となります。

　市議会では、市民の目線に立って、「市民に信頼
される議会」を目指して議員自らが議会改革に積
極的に取り組んでいます。その取り組みの一つと
して、昨年１１月から各常任委員会と各議員の行政
視察報告書を議会ホームページで公開し、「見える
議会」としての改革に努めています。

小野市議会　行政視察報告 検索今すぐ検
索

今すぐ検
索


